
コンビ◎ユータ制御システムによる
　　球根切花に関する研究（第3報）
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（3）The　Effect　of　Temperature　m　the　In1t1a1Stage　of

　　Ear1y　Forcmg　on　the　Growth　fro皿P1antmg　t0

　　　　　　　　　　F1owermg　of　Ins

緒　　　言

　早期促成アイリスはコンピュータ制御による球根切花
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）
の作付体型の中で重要な位置を占めている．前々報では

栽培システムの実証を行った．しかしながら早期促成の

植付時期が気象条件によっては高温になりがちな関係か

ら，生育初期の温度管理を誤まれば，花芽の座。止やフザ

リウム菌によるブラインドを多発させる結果となる．そ

こで温室の環境制御条件をプログラミングし，コンピュ

ータ制御を実施する上で生育初期の温度環境制御が最も

重要なポイントと云える。

　本報は生育初期温度の異なる区を設定し，その間の温

度推移が生育開花に及ぼす影響を明らかにするととも

に，過去3隼間コンピュータ制御温室で実施してきたア

イリスの早期促成の温度環境実績とを比較し，安定した

生産技術を確立する温度環境を探究しそれの実施できる

プログラムを策定するために行ったものである．

材料および方法

　1）初期生育温度とアイリスの生育開花

　1976年新潟県産ウェソウットの7c皿球を用い、8月

9日くん煙処理終了後，ただちに9◎Cの冷蔵を行い，

温度管理の異なる3つの温室に9月26日1区35球の2反

復として箱檀とした．温度管理は高・申。低温に設定

※附属農場

し，栽培に際し，地上20cmと地下3cmに測温体を設

置し，電子平衡記録計で温度を計測した。それぞれの区

で20日問を経過後，コンピュータ制御温室に搬入し，同

一粂件で管理を行った．その問，生育初期温度とアイリ

スの生育開花について調査を実施した．

　2）コンピュータ制御温室での早期促成と初期温度

　1974年，1975年，1976年の3年間早期促成アイリスの

生育条件に適合させる環境管理設定値をプロクラミノク

した800m2のコンピュータ制御温室に9◎Cで45日間

冷蔵したアイリス球根（1974年，1975隼アイデアル，

1976年ウェジウッド）の7～8cm球を，1974年9月17

日，1975年9月18日，1976年9月24日のそれぞれの日

に，9万5千～11万球を植え付けた．その後環境制御設

定値に基づきコンピュータによって温室の環境制御を行

い，生育中の温度環境とアイリスの生育について調査を

した．室温および地温の測温は地上20cm，地下1cm

でそれぞれ実施した．

案験　結　果

　1）初期生育温度とアイリスの生育開花

　初期温度の異なる3区のそれぞれの草丈伸長状況は第

1図のとおりであった．初期温度の異なる期間に当る20

日間の問は草丈に大きな差は生じなかった．しかしなが

らその後の生育に差を生じ初期生育期高温に経遇した区

ほど到花日数が早く，高温区は54日で開花に至り，中温
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Tab1e1The　effect　of　temperature　m　the　m1t1a1stage　of　ear1y　forc1ng　on　the　y1e1d

　　　　and　qua11ty　of　cut　f1owers　of1r1s‘Wedgwood’

Quality Number Number Number Plant 
Nu mber of 

of of of days to 
Stalk Flower Flower 

Treatment planting f lowering blind length f lowering weight length weight 
~
~
 ~~ cm g

 cm g
 

High temperature 35 24 (68 . 6) 11 (6) 42 . 9 54 14 . 3 12 . 3 7.7 

Middle temperature 35 26 (74 . 3) 9 (3) 50 . 3 55 17 . 9 13 . 1 8.3 

Low temperature 35 30 (83 . 7) 5 (1) 49 . 6 58 17 . 9 13 . 3 7.8 

※Percentage　of　f1owering．※※Affected　with　Fusarium　sp．

は低温区が最も高く83．7％，高温区が最も低く68．6％で

あった．ブラインド株中フザリウム菌に犯された株は高

温区ほど多く，低温区に発生が少なかった．草丈・茎葉

重が劣った高温区は花長も短かかったが，花重にはあま

り差が生じなかった．この期間中5日間ごとに各区の室

温環境を解析したものが第3図である．生育障害の発生

すると考えられる仮想限界温度を室温で22．C，地温で

20．Cとし，（1）は22oCを超遇した平均温度を示し，ど

の期間中も高温区は中温区のほぼ2倍であり，中温区は

低温区のほぼ2倍となった．（2）は22．Cを超過した時問

であり温度と同様な傾向を示した．（3）は22◎Cを超過

していた室温と時間の積算値を示し、20日間における値

は高温区523．OoC・H，’中温区227．4oC・H，低温区

63．4◎C・Hであった。図示していないが，地温では20o

Cを超遇した積算値が高温区588．5．C・H，中温区

257．5．C・H，低温区17．1oC岨であった．それぞれの

積算値は中温区で高温区より半減し，低温区では中温区

に比べ室温で28％，地温で7％しかなかった．

　2）コンピュータ制御温室での早期促成と初期温度
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った．さらに生育期間中の外気温，室温（十20cm），地

温（一1cm）の推移は第5図のとおりであった．初期生

育温度の最も高い1975年が到花日数は最も短く47日で開

花に至り，初期生育温度の最も低い1976年が52日でその

差は5日であった．採花率は1974年，1975年，1976年そ

れぞれ81．3％，34．1％，83．0％であり初期生育温度の最

も高かった1975隼は極端に低率であった．次に生育初期

の最も温度が上昇する10時から16時の外気温，制御下温

室の室温　地温の推移は第6図のとおりであった　1975

年は1974年，1976年に比べ外気温，室温，地温ともに植

付後の初期10日間の温度が著しく高かった．

考　　　察

　アイリスの早期促成はコンピュータ制御による温室で

球根切花の年4回の輸作体型を組み立てる上で必要な作

目である．しかしながら植付後生育初期の15～20日間の

高温はアイリスの促成にとってデバーナリゼーションを

誘発し，花芽座止の現象やフザリウム菌による植物体の

枯死などを招く結果となる．生育初期20日間に高・中・

低温区を設けその後同一条件のもとで管理しても高温区
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ほど到花日数は短いが，草丈や茎葉重が他区に劣り，収

量に大きな減収を生じるなど，生育初期の温度環境はそ

の後の生育・品質・開花率等に大きく影響を与えてい

る．アイリスにとって生育初期の障害限界温度は明らか

でない．それは球根の大きさによって異なり，過去の実
　　　　　　　　　　　　　　　　2），3）
験・栽培経験でも一致をみていない．しかしことではこ

れらの結果と本実験に使用した球根の大きさから生育初

期の室温と地温の仮想限界温度をそれぞれ22℃と

20◎Cとし，それぞれの温度を超遇した温度と時間との

積（◎C岨）を求めた．室温，地温それぞれの積算値は

中温区は高温区より半減し，低温区では中温区に比べ、

室温で28％，地温で7％に過ぎなかったが，必ずしもこ

の区間差に反比例して開花率は高くならなかった．この

ことは皐期促成時のアイリス7cm球の体内栄養・内生
　　　4）
調整物質などの消長に関連を有しているものと察せられ

る．

　遇去3年間のコンピュータ制御温室におけるアイリス

早期促成の採花率で1975年は著しく低率を示した。この

ことは第7図の気圧配置と第8図のその日の制御状況に

よって説明される．1974年と1976年は例年のとおり第7
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F1g8The　change　of　temperature（十20cm）and　mso1at1on　m　a　day　m　the　m1t1a1
　　　stage　of　ear1y　forcing　of　iris　in3years．

　　　　So1id1ine　with　circ1e：Sept．30．1974，dot－and－dash1ine　with（temperature）

　　　or　w1thout（mso1at1on）trエang1e　Oct1．1975，broken1me　w1th（temperature）

　　　or　w1thout（mso1at1on）square　Sept29．1976

図の大陸の高気圧に覆われたのに対し，1975年は全く異

例の長期間にわたって太平洋高気圧に支配され，夏型の

残暑が続いた年であった．日射量の推移は1975年と1976

年ではあまり差がないにもかかわらず，総合制御下の温

室内温度の日変化は1975年は著しく高く，その年の異例

の事実を示している。3年間の生育初期の制御下におけ

る10時～16時の日中温度の室温と地温の推移を初期生育

期の温度環境を変えた実験と比較してみると，1975年の

室温は高温区と中温区の中間にあり，1974年，1976年は

低温区に類似している．地温では1975年は高温区に合致

し，1974年，1976年は申温区と類似した．しかしコンピ

ュータ制御温度の年別地温は一1cmであるのに対し，

実験区の地温は一3cmである．この両者間の温度を

1976年同時に測温した結果一1cmの方がO．6◎C低い．

このように一3cmよりも一1c皿の地温が低く維持さ

れているのは，ミストクーリングの効果によるものであ

る．1975年は1974年，1976年以上に早くからミストクー

リングが機能しているため，一3cmよりも一1cmが

低く，従って20日問の高温区一3cm，19．5◎Cに対し

1975年一1cmは21．1◎Cを示しているが，一3cmに換

算するとさらに高かったことを示している．このことか

らして1975年の地温は高温区の測定値より高く，1975年

の採花率が高温区の結果に比べ極端に低いのは，アイリ
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スの生育にとって環境温度が著しく高かった結果による

ものであることを示している．このことはアイリス植付

後の生育初期は室温の影響以上に地温に大きなウェイト

がかかっているものと考えられる．生育速度は高温であ

った1975隼が早く，開花期も早まっているが，箱植の実

験区の場合と異なり草丈が良く伸びているのは，地床植

によっての栽培から温度によるもの以外の栄養条件など

の要素が入っているために生じた現象と考えられる．

　3年間の実証試験により，実用型温室のコノピュータ

制御システムによるアイリスの早期促成は，1974年，

1976年は勿論のこと，1975年の採花率の悪かった年も全

国的な現象から，アイリス切花価格は高騰し，経営的に

は安定した．しかしながらアイリスの早期促成において

年々安定した採花率を維持していくためには，特殊な異

常気象による高温な年は自然循環系内での環境制御に限

界があることを示した．この様な場合には中～長期の気

象予測を参考として植付期に遅延を与える対処も必要で

あろう．この場合冷蔵期間が予定より長期となりその影

響が，生育・茎葉の草姿に与える影響も詳しく調べてお

く必要がある．さらに気象の長期予報の正確さが待たれ

ると共に檀付を遅らすことによって採花日が遅れるのに

対して，後作のプログラムが弾力性を有していることも

必要である．この様な総合的判断に基づき，植付後の初
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期生育温度をいかに抑制するかが，採花率の高低を決す

るきめ手となる．それには仮想限界温度22．C，地温20◎C

以上に遭遇させない具体的システムを確立することが急

務と考えられる．

摘　　　要

　コンピュータ制御システムにおける早期促成アイリス

のプログラムをより安定なものにするために初期生育温

度を申心に実験を行った．

　1．生育初期の20日問を高・中。低温区の設定下に，

　　9月26日に植え付け管理し，21日目からコンピュー

　　タ制御温室に搬入し栽培を行った．

2．過去3年間実施してきたコンピュータ制御による

　　早期促成アイリスの実績と実験結果を比較検討した

　　結果，初期生育時高温区ほど到花日数は短いが，採

　　花率、品質面で他区より劣った。

3．仮想限界温度を室温（十20cm）22oC，地温（一

　　3cm）20．Cとし，その超遇した平均温度と時間と

4．

5．

引

　1．

2
3

4．

の積で積算値を求めると，それぞれの積算値は中温

区で高温区より半減し，低温区は中温区に比べ室温

で28％，地温で7％であった．

　初期生育温度の最も高かった1975年は採花率が激

減した．

　以上の結果から自然循環系での環境制御温室の早

期促成は，気象条件を考慮し，植付時期に遅延を与

える対処が必要である．
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　In　ord．er　to　estab11sh　the　computer　contro1system　m　tlhe　ear1y　forcmg　of1rls，the

effect　of　temperature　m　the　m1t1a1stage　on　the　growth　and　f1ower1ng　was　stud1ed－for

3years．

1The　Bu1bs　of1r1s‘Wedgwood’were　p1anted　on　Septelmber26．1976and　kept　for20
　days　at　three　d－1fferent　temperatures，h1gh，皿1d．d－1e　and－1ow　From　that　t1me　on，they

　were　transp1anted．to　a　computer＿contro11ed．green　house　and　received－the　sa＝me

　growmg　cond1t1ons　unt11haryest　tme

2Though　the　num－ber　of　d．ays　requ1red．for　f1ower1ng　after　p1antmg　became　smauer1n

　proport1on　to　the　mcrease　of　te㎜perature1n　the1n1t1a1stage，the　cut　f1owers　of　h1gh

　ten1perature　sect1on　were　1nfer1or　to　those　of　other　two　sect1ons’both　1n　y1e1d－and．

　qua11ty　The　same　tend．ency　was　obser▽ed－m　the　ear1y　forc1ngs　of1r1s　at　our　expen＿

　menta1farm　m　the　past　two　years

3As22◎C　was　assulmed．to　be　the　upPer11m1t　of　te血perature　faY0rab1e　for　the　growth

　of1r1s，the　a㏄u㎜u1ated．excess　roo血temperature0Yer22oC　was　ca1cu1ated　m　the　three

　te〕＝［1perature　sect1ons　for　each5d－ays　of　the　m1t1a1stage　As　the　resu1ts，the▽a1ue1n

　the　h1gh　temperature　sect1on　was　about200％　and－the　va1ue　m　the1ow　temperature

　sect1on　was28％of　that皿the皿1d．d1e　temperature　sect1on

4In1975when　the　temperature　m　the1n1t1a1stage　was　re1at1マe1y　h1gh，the　f1owenng

　rate　was　extre皿e1y1ower　than　those1n1974and1976
5FroIn　these　resu1ts，1t　can　be　sa1d－that　the　p1antmg　t1me　of1r1s　bu1bs　m　ear1y

　forcmg　shou1d．be　deter血1ned．on　the　bas1s　of1ong＿range　weather　forecast　smce1t1s

　st111d1ff1cu1t　to　keep　the　temperat岨e　m　the1mt1a1stage　ad－equate　for　the　growtlh　of

　1r1s　w1thout　powe㎡u1a1r＿coo1mg　d．ey1ces


